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論文内容の要旨
【目的】臨床で印液疾患の診断および治療効果の判定にあたって、骨髄検併は必要不可欠である。しかし、
汎用されている同動向球分析装置では特に赤芽球系の分類が閑難なため、骨髄液の分析には適せず、光学
顕微鏡を用いた目視法が汎用されている。自動耐球分析装置CELL-DYN4000~(以下CD4000) はアルゴン
レーザーを搭載し、これにより、 DNA染色レーザー五次元測光解析で有核赤血球を合む細胞分析を行う。
また、全分析を約80秒で終fすることができる。今回孜々は、 C口4000を用いて骨髄液の自動分析の可能性
について検討を行った。
【方法】正常骨髄液検体(目視法にて明らかな異常を認めない検体)(93例)および、血液疾患患者の骨髄
液検体(106例)を目視法およびCD4000で分析した。
【結果】正常検体において、 CD4000と問視法の聞で有核細胞数 (r=O.91)、好中球 (r=O.85)、リンパ球
(r=O.93)、赤芽球 (r=O.66)、M/.8比 (r=O.74)と、良好な相関が得られた。血液悪性疾患においても同
項目については良好な相闘が得られた。また、 CD4000に搭載されるblastflag systemを使用することに
より、目視法で1.3%以上存在する芽球を84.1%の検体で検出可能であった。
【考察】木装置は、骨髄細胞分析の簡便なスクリーニング検査として利用可能であると考えられた。時間
のかかる目視法に併用することで、検査時間の短縮につながると思われた。
【結論】骨髄液を自動血球分析装置で分析した。多くの項目で目視法と比較して良好な相関が得られた。
また芽球の検出も可能であった。
論文審査の結果の要旨
増血器の異常をきたす血液疾患の診断、治療経過を評価する上で骨髄穿刺検査は必須の検査であり、短
時間で結果が要求される場合も存在する。しかし、実際には、光学顕微鏡にて目視ドにー細胞ごとの分類
を行う必要があり、迅速な判定は困難である。一庁、末梢血の自動血球測定は、多項目化が進んでいる。
特に、フローサイトメトリー技術の導入に伴い、自動白血球5分類が可能となった。しかし、その自動分
類は疋常かっ成熟白血球のみの分類で、あり、Y;})弱細胞、異常細胞分析の精度に関しては現在開発が進めら
れている現状にある。
本研究は、骨髄穿刺液の自動分析の可能性について検討したものである。今回使用された自動血球分析
装置CD4000はAbott社の開発した末梢血用の血球分析装置である。白血球5分類とともに、幼弱白血球検
出のアルゴリズムを備え、原理的に有核赤血球(赤芽球〉と脂肪細胞の検出も可能となっている。しかし、
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骨髄穿刺液に含まれる赤芽球とリンパ球の鑑別の困難な点が、現在までの自動化の妨げとなっており、著
者はこの欠点を補うべくアルゴリズムの改変を加えその検出能の向上を闘ったものである。正常者および、
血液疾患患者199例の骨髄液検体に対して目視法およびCD4000で分析し比較検討を行ったところ、正常検
体においては良好な相関が得られているが、好椴球、好塩基球また、骨髄芽球などにおいて良好な相関は
得られていなL、。さらに骨髄に特徴的な形質細胞や巨核球などの検出に関しては今後の検討課題となろう。
血液悪性疾患の検体においては、治療効果の判断に最も重視される芽球の検出について検討を行い、芽球
の型別および、定量については困難であるが、 blastf1ag systemを使用することにより、正常上限以上の芽
球が存在する検体を84.1%の感度で検出可能であった。
このことから著者の開発した方法は、今後骨髄液の形態分析の異常性のスクリーニングに対して利用の
道を開いたものである。以上の研究は骨髄穿刺液分析の白動化におおいに寄与するものである。したがっ
て、著者は博上(医学)の学位を使与されるに値するものと判断された。
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